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　毎年、年度末に胃カメラの検査を受けている。2月の初め、前に勤めていた Y総合病院の消化

器内科を訪ね、いつもの通り S先生に検査をお願いした。最近はずっと経鼻で検査をしていたの

だが、今回は経口とのこと。でも、さすが S先生、全然苦しくない。胃の中には結構、びらんや

ポリープがある。2年ほど前に 4次除菌までしてピロリ菌を根絶したのになあとちょっと残念な

気持ちになる。「大丈夫だとは思いますが一応生検しておきましょう」とのこと。

　ちゃんと血液さらさらの薬は止めていますよ。つつがなく検査は終了、昼から自分の病院に戻っ

て仕事を始めた。

　10 日ほどして Y総合病院の地域連携室師長から電話が入る。「先生、この間の生検の結果で

すが、陽性でした」、えっ？みるみる頭の中が真っ白になる。「病理の報告書、ファックスしましょ

うか？」「ちょっと待って、他の人の目にもつくので封書で送ってもらえますか？」「分かりまし

た」。電話は切れた。

　頭の中の整理をはじめる。あのポリープがmalignancy とすれば early だろうから、内視鏡的

に切除できるかな。いやいやスキルスかもしれないぞ。何日入院するのだろう・・。来週の出張

のあと手術かな？えーっと、ともあれ、まずはどんな状態か S先生に電話してみよう。Y総合病

院に電話する。「あ、先生、お元気ですか？」電話交換の女性の声がなんだか空々しい。「S先生

と話をしたいんだけど」「少々お待ちください・・」・・・「今検査中のようです、あとでお電話

差し上げるとのことです」。

　仕事をしつつもあまり身が入らない。・・・・やっと電話がかかってきた。「先生、どうされま

したか？」「いや、生検の結果が陽性と聞いて」「はあ？グループ 1ですよ」「え、そうなんですか？

生検が陽性と聞いたから・・あ、良性だったんだ」。ということで単に「ようせい」と「りょうせい」

の聞き間違えでした。どうもいろいろとお騒がせしました。

（常任理事　中村　　洋）
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